
第
三
十
集



序　
　

文

　

京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
に
策
定
し
た
「
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
歴
史
と
伝
統
に

は
ぐ
く
ま
れ
た
京
都
の
知
恵
を
つ
な
ぎ
、
自
然
、
人
、
社
会
と
つ
な
が
る
人
の
育
成
を
進
め
て
お
り
、
京
都
の
伝
統
と
文
化
を

守
り
、
受
け
つ
ぎ
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
心
と
技
の
育
成
を
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
は
、

京
都
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
、
ま
た
新
し
い
京
都
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
上
で
も
大
変
重
要
な
価
値
を
持
っ
て

い
ま
す
。
京
都
の
文
化
財
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
京
都
府
民
の
責
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

新
し
い
文
化
の
創
造
と
発
展
の
た
め
の
礎
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
京
都
の
文
化
財
』
第
三
十
集
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
三
月
七
日
に
現
在
の
京
丹
後
市
網
野
町
郷
付
近
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
大
地
震
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
「
北
丹
後
地
震
写
真
ガ
ラ
ス
乾
板
」
を
は
じ
め
、
平
成
二
十
三
年
度
に
本

府
が
三
十
回
目
の
指
定
・
登
録
等
を
行
い
ま
し
た
八
件
の
文
化
財
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
刊
行
に
当
た
り
文
化
財
所
有
者
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
冊
子
が
府
内
の
数
多
く

の
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
教
育
委
員
会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　

田　

原　

博　

明



凡　

例

一
、
本
図
録
に
は
、
第
三
十
回
京
都
府
指
定
・
登
録
等
文
化
財
を
収
め
て
い
る
。

二
、
掲
載
の
順
序
は
、
建
造
物
を
は
じ
め
に
種
別
ご
と
と
し
、
各
種
別
内
に
お
い 

て
は
指
定
・
登
録
の
順
と
し
た
。

三
、
本
文
の
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
し
た
。

名
称　

員
数
（
指
定
・
登
録
の
別
）

所
在
地
の
住
所

所
有
者

法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
・
構
造
形
式
等

時
代

解
説

四
、
本
文
は
文
化
財
保
護
課
職
員
が
執
筆
、
編
集
し
た
。
な
お
、
各
文
末
に
執
筆

名
を
明
記
し
た
。

文景・京丹後市久美浜湾沿岸の

      商家建築群と街なみ景観（京丹後市）

建・桂林寺（舞鶴市）

美工・木造菩薩立像（伝聖観音像）（無量寺・亀岡市）

美工・紙本墨画西湖図　如寄筆（天寧寺・福知山市）

建・吉田神社（京都市左京区）

美工・北丹後地震写真ガラス乾板（京都市上京区）

美工・狛文書（木津川市）

天・寂照院のモウソウチク林（長岡京市）

略　　称

　建　＝建造物

　美工＝美術工芸品

　天　＝天然記念物

　文景＝文化的景観
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次

　

序
文

　

凡
例
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建
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中
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御
廊
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末
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・
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狛
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・
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史
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・
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湾
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岸
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・
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建 

造 

物

吉
田
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
棟
（
指
定
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
神
楽
岡
町

宗
教
法
人　

吉
田
神
社

構
造
形
式

　

本
殿　
　
　
　
　
　

（
四
棟
）　

第
一
殿
よ
り
第
四
殿
に
至
る
四
棟
よ
り
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
一
間
社
春
日
造
、
檜
皮
葺
、
各
殿
間
塀
附
属

　

中
門　
　
　
　
　
　

（
一
棟
）　

四
脚
門
、
切
妻
造
、
檜
皮
葺

　

東
御
廊　
　
　
　
　

（
一
棟
）　

桁
行
四
間
、
梁
行
二
間
、
一
重
、
切
妻
造
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
端
中
門
に
接
続
、
檜
皮
葺

　

西
御
廊　
　
　
　
　

（
一
棟
）　

桁
行
四
間
、
梁
行
一
間
、
一
重
、
切
妻
造
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
端
中
門
に
接
続
、
檜
皮
葺

　

摂
社
若
宮
社
本
殿　

（
一
棟
）　

一
間
社
春
日
造
、
銅
板
葺

　

末
社
斎
場
所
中
門　

（
一
棟
）　

四
脚
門
、
切
妻
造
、
檜
皮
葺

　

建
立
年
代

本
殿　
　
　
　
　
　

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
～
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

中
門　
　
　
　
　
　

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
［
卜
部
兼
敬
日
記
］

東
御
廊　
　
　
　
　

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
［
卜
部
兼
敬
日
記
］

西
御
廊　
　
　
　
　

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
［
卜
部
兼
敬
日
記
］

摂
社
若
宮
社
本
殿　

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
［
神
業
類
要
］

末
社
斎
場
所
中
門　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
［
舜
旧
記
］

本殿
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吉
田
神
社
は
、
京
都
市
左
京
区
の
吉
田
山
西
山
麓
に
鎮
座
し
、
境
内
に
は
本
殿
を

中
心
と
す
る
本
宮
を
は
じ
め
、
摂
社
や
末
社
な
ど
多
数
の
社
殿
が
建
ち
並
ぶ
。
社
伝

に
よ
れ
ば
、
貞
観
元
年(

八
五
九)

四
月
に
中
納
言
藤ふ

じ
わ
ら
の
や
ま
か
げ

原
山
蔭
が
一
門
の
氏
神
と
し

て
春
日
大
社
四
座
の
神
を
勧
請
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
後
に
平
安
京
に
お
け
る
藤
原

氏
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
永
延
元
年(

九
八
七)

に
は
公
祭
を
預
か
り
、
正
暦
二
年(

九
九
一)

に
は
朝
廷
よ
り
特
別
の
奉
幣
を
受
け

る
社
格｢

二
十
二
社｣
の
前
身
で
あ
る｢

十
九
社｣

に
加
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
左さ

け

い

き

経
記
』
長
元
四
年(

一
〇
三
一)

四
月
二
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
す
で
に
神

殿
複
数
棟
と
中
門
を
構
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
文
明
年
間(

一
四
六
九

～
一
四
八
七)

に
吉よ

し
だ
か
ね
と
も

田
兼
倶
が
吉
田
神
道(

唯
一
神
道)

を
創
始
し
、
そ
の
拠
点
と

し
て
文
明
一
六
年(

一
四
八
四)

に
全
国
の
神
々
を
合
祀
し
た
斎
場
所
太だ

い
げ
ん
ぐ
う

元
宮
を
創

設
し
た
。

　

本
殿
は
、
四
殿
よ
り
な
り
、
東
の
第
一
殿
に
建た

け

み

か

づ

ち

の

み

こ

と

御
賀
豆
知
命
、
第
二
殿
に

伊い
は
い
ぬ
し
の
み
こ
と

波
比
主
命
、
第
三
殿
に
天あ

ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

之
子
八
根
命
、
第
四
殿
に
比ひ

め

が

み

売
神
を
祀
る
。
南
面
並
列

し
て
建
ち
並
び
、
各
殿
間
に
障
壁
を
挟
む
。
と
も
に
一
間
社
春
日
造
、
檜
皮
葺
建
物
で
、

正
面
に
縁
を
附
設
し
、
庇
は
木
階
六
級
を
設
け
る
。
正
面
柱
間
に
は
板
唐
戸
を
納
め
、

縁
に
刎は

ね

高
欄
、
木
階
下
に
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
高
欄
を
設
け
る
。
木
部
は
朱
漆
塗
と
し
、
垂
木
や

舟
肘
木
の
木
口
、
高
欄
廻
り
に
は
錺

か
ざ
り

金
物
を
施
し
て
い
る
。
応
仁
二
年(
一
四
六
八

)

兵
火
に
よ
り
罹
災
し
、
現
在
地
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
西
に
離
れ
た
吉
田
二
本
松

町
に
社
殿
が
復
興
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
斎
場
所
太
元
宮
に
合
祀
さ
れ
、

天
文
三
年(

一
五
三
四)

に
今
の
地
へ
遷
座
し
た
と
さ
れ
る
。
『
舜

し
ゅ
ん
き
ゅ
う
き

旧
記
』
慶
長
三
年

(

一
五
九
八)

 

一
一
月
一
日
条
に
造
営
の
記
録
が
あ
り
、
社
家
文
書
に
は
そ
の
後
の

遷
宮
の
記
録
が
残
る
。
正
徳
四
年(

一
七
一
四)

の
『
城
州
吉
田
斎
場
所
吉
田
社
舎

屋
絵
図
』
に
は
、
各
間
が
現
状
よ
り
五
寸
程
小
さ
い
社
殿
が
描
か
れ
、
現
本
殿
は
こ

れ
以
降
に
行
わ
れ
た
文
化
一
一
年(

一
八
一
四)

～
文
化
一
二
年(

一
八
一
五)

も

し
く
は
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

～
嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

の
遷
宮
時
に
造
営
さ

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

中
門
及
び
東
・
西
御お

ろ

う廊
は
、
本
殿
前
面
に
南
面
し
て
建
つ
。
中
門
は
四
脚
門
、
切
妻

造
、
檜
皮
葺
、
東
・
西
御
廊
は
切
妻
造
、
檜
皮
葺
の
建
物
で
、
石
垣
上
に
建
つ
。
中

門
は
後
述
の
末
社
斎
場
所
中
門
と
比
較
す
る
と
、
規
模
・
形
式
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、
大
斗
上
に
絵
様
を
施
し
た
実
肘
木
を
置
き
、
よ
り
装
飾
的
な
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

『
卜う

ら
べ
か
ね
ゆ
き
に
っ
き

部
兼
敬
日
記
』
寛
文
一
二
年(

一
六
七
二)

六
月
一
二
日
条
に
「
今
日
吉
田
社
中

中門及び東・西御廊
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吉田神社　本宮　配置図

吉田神社　本殿、中門、東・西御廊
平面図及び配置図
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門
廻
廊
柱
立
棟
上
也
已
刻
」
と
あ
り
、
絵
様
の
様
式
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
時
の

建
立
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

摂
社
若
宮
社
本
殿
は
、
本
殿
南
東
の
一
段
山
手
に
西
面
し
て
鎮
座
す
る
。
一
間
社

春
日
造
、
銅
板
葺
の
建
物
で
、
本
殿
よ
り
規
模
は
一
回
り
小
さ
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
形

式
と
す
る
。
創
建
当
初
は
本
殿
第
二
殿
と
第
三
殿
の
間
に
無
社
殿
で
祀
ら
れ
て
い
た

も
の
を
、
延
元
年
間(
一
三
三
六
～
一
三
三
九)

に
吉よ

し
だ
か
ね
ひ
ろ

田
兼
熈
が
社
殿
を
建
て
た
と

さ
れ
る
。
『
神

し
ん
ぎ
ょ
う
る
い
よ
う

業
類
要
』
に
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
遷
宮
を
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
様
式
手
法
の
面
か
ら
、
こ
の
時
の
造
営
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

末
社
斎
場
所
中
門
は
、
四
脚
門
、
切
妻
造
、
檜
皮
葺
の
建
物
で
、
石
垣
上
に
南
面

し
て
建
つ
。
本
宮
の
中
門
と
規
模
・
形
式
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
軒
の
桔は

ね

ぎ木
吊
金

物
を
箱
金
物
と
し
、
雫
を
散
ら
し
た
錺
金
具
を
用
い
る
な
ど
、
桃
山
時
代
の
様
式
を

示
す
。
『
舜
旧
記
』
の
慶
長
六
年(

一
六
〇
一)
一
〇
月
一
八
日
条
に
「
齋
場
所
柱
立

卯
刻
、
四
足
門
同
時
」
の
記
述
が
あ
り
、
太
元
宮
本
殿
と
同
時
期
に
建
立
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
殿
は
、
春
日
大
社
本
殿[

奈
良
県
、
文
久
三
年(

一
八
六
三)

、
国
宝]

と
同

じ
形
式
を
も
つ
春
日
造
四
棟
並
列
社
殿
で
あ
り
、
細
部
に
違
い
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

正
面
の
破
風
が
直
接
庇
下
に
突
き
抜
け
て
正
面
の
庇
を
受
け
る
等
、
春
日
造
の
古
式

を
伝
え
る
類
例
の
少
な
い
建
物
で
あ
る
。
ま
た
、
本
殿
、
中
門
、
東
・
西
御
廊
、
摂

社
若
宮
社
本
殿
の
構
成
お
よ
び
配
置
は
、
春
日
大
社
と
共
通
す
る
。
同
様
の
例
は
府

内
で
は
大
原
野
神
社
本
殿[

京
都
市
西
京
区
、
文
政
五
年(

一
八
二
二)

、
市
指
定]

に
現
存
す
る
の
み
で
、
本
殿
と
併
せ
て
歴
史
的
、
学
術
的
に
価
値
の
高
い
建
物
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
末
社
斎
場
所
中
門
は
、
同
所
太
元
宮
［
慶
長
六
年(

一
六
〇
一)

、
重
要

文
化
財
］
と
と
も
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
桃
山
時
代
の
様
式
手
法

を
伝
え
る
建
物
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

（
竹
下
弘
展
・
村
瀬
由
紀
史
）

摂社若宮社本殿末社斎場所中門
1,364
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2
,
8
5
4

1
,
3
0
2

1
,
2
1
2

摂社若宮社本殿 末社斎場所中門

1,364

3,666

2
,
8
5
4

1
,
3
0
2

1
,
2
1
2

摂社若宮社本殿 末社斎場所中門末社斎場所中門　平面図
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桂け

い

り

ん

じ

林
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
棟
（
登
録
）

舞
鶴
市
字
紺
屋

宗
教
法
人　

桂
林
寺

構
造
形
式

　
　

本
堂　

（
一
棟
）　

桁
行
二
二
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
梁
行
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
一
重
、

入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺

　
　

山
門　

（
一
棟
）　

三
間
一
戸
二
階
二
重
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺

　
　

経
蔵　

（
一
棟
）　

土
蔵
造
、
正
面
五
・
八
メ
ー
ト
ル
、
側
面
五
・
八
メ
ー
ト
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
形
造
、
向
拝
一
間
、
銅
板
葺
、
八
角
輪
蔵
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附　
　

銘
札　

一
枚

安
永
五
丙
申
年
正
月
の
記
が
あ
る

建
立
年
代

　
　

本
堂　

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
［
客
殿
庫
裡
再
建
始
末
］

　
　

山
門　

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
［
丹
後
国
加
佐
郡
旧
語
集
］

　
　

経
蔵　

安
永
五
年
頃
（
一
七
七
六
頃
）
［
銘
札
］

　

桂
林
寺
は
舞
鶴
市
西
部
、
愛
宕
山
の
東
麓
に
所
在
す
る
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
。
山

号
を
天
香
山
と
号
し
、
も
と
洞と

う
り
ん
じ

林
寺
と
称
し
た
。
洞
林
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
欽
明
天
皇
二
六
年(

五
六
五)

に
勅
願
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
薬
師
寺
に
始
ま
る
と
い
う
。
近
世
を
通
じ
て
細
川
氏
、
京
極
氏
、
牧
野
氏

ら
歴
代
藩
主
の
庇
護
を
受
け
、
当
地
域
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
中
心
的
寺
院
で
あ
っ
た
。

境
内
は
、
東
か
ら
総
門
、
山
門
、
楼
門
が
一
列
に
並
び
、
同
軸
上
の
最
上
部
に
本
堂

が
建
つ
。
本
堂
北
側
に
は
庫く

り裏
が
接
続
し
、
南
側
に
は
座
禅
堂
・
経
蔵
、
座
禅
堂
奥

に
鎮
守
八
幡
宮
が
配
さ
れ
る
。

　

本
堂
は
、
一
重
、
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺
の
建
物
で
東
面
す
る
。
寺
蔵
『
客
殿
庫く

り裡
再

建
始
末
』
よ
り
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
面
は
、

禅
宗
方
丈
の
形
式
を
基
準
と
し
、
六
間
取
り
の
北
側
に
二
間
が
付
く
二
列
八
室
の
構

成
で
あ
る
。
正
面
、
南
面
及
び
西
面
の
一
部
ま
で
広
縁
を
廻
し
、
正
面
の
み
広
縁
前

面
の
土
間
を
室
内
に
取
り
込
む
。
堂
の
側
廻
り
で
は
柱
上
を
舟ふ

な
ひ
じ
き

肘
木
と
す
る
が
、
中

央
奥
の
内
陣
で
は
正
面
の
丸
柱
（
露ろ

ち
ゅ
う柱

）
及
び
仏
壇
柱
上
に
斗と

き
ょ
う栱

を
配
し
、
荘
厳
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
室
構
成
等
に
曹
洞
宗
本
堂
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
規

模
か
つ
建
立
年
代
の
判
明
す
る
建
物
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
に
よ
り
普

請
の
経
過
が
判
明
す
る
点
で
も
評
価
で
き
る
。

　

山
門
は
、
三

さ
ん
げ
ん間

一い

っ

こ戸
二に

か

い階
二に

じ
ゅ
う
も
ん

重
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
建
物
で
東
面
す
る
。
『
丹

後
国
加
佐
郡
旧
語
集
』
に
よ
り
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
下
層
は
粽

ち
ま
き

付
き
の
丸
柱
を
貫
で
固
め
、
組
物
は
出
組
を
詰つ

め
ぐ
み組

に
配
す
る
。
両

脇
間
後
寄
り
を
室
と
し
て
仁
王
像
を
安
置
す
る
。
上
層
は
、
組
物
は
三
手
先
詰
組
、
内

：登録物件

桂林寺　伽藍配置図
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部
は
後
ろ
寄
り
に
仏
壇
を
設
け
、
釈
迦
如
来
及
び
十
六
羅
漢
等
を
安
置
す
る
。
軒
は

上
下
層
と
も
二
軒
繁
垂
木
を
平
行
に
配
し
、
妻
飾
り
は
虹

こ
う
り
ょ
う
た
い
へ
い
づ
か

梁
大
瓶
束
で
あ
る
。
禅
宗

様
を
基
調
と
す
る
本
格
的
な
造
り
の
二
重
門
で
、
細
部
意
匠
は
秀
逸
で
あ
る
。

　

経
蔵
は
土
蔵
造
で
東
面
し
、
屋
根
は
宝
形
造
、
銅
板
葺
、
正
面
に
一
間
の
向
拝
を

設
け
る
。
銘
札
に
よ
り
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
頃
の
建
立
と
考
え
ら
れ
る
。
内
部

は
拭

ぬ
ぐ
い
た板

張
り
の
一
室
で
、
八
角
輪
蔵
を
設
け
、
格
天
井
を
張
る
。
正
面
両
開
土
戸
の

内
側
に
、
「
雲
に
鳳
凰
」
「
牡
丹
に
唐
獅
子
」
を
主
題
と
す
る
鏝こ

て

え絵
が
施
さ
れ
て
い
る
。

土
蔵
造
の
経
蔵
は
府
内
に
類
例
が
少
な
く
貴
重
で
あ
る
。

　

桂
林
寺
伽
藍
の
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
建
立
さ
れ
た
建
築
は
、
当
地
域
に
お
け
る

曹
洞
宗
寺
院
建
築
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
群
と
し
て
残
る
こ
と

に
よ
り
境
内
は
優
れ
た
寺
観
を
形
成
し
て
い
る
。
本
堂
等
に
一
部
後
世
の
改
造
が
見

ら
れ
る
も
の
の
主
要
軸
部
の
残
り
は
良
好
で
、
歴
史
的
価
値
は
高
い
。

（
竹
下
弘
展
・
村
田
典
彦
）

本堂

本堂　平面図
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経蔵 山門

定 
 

一

輪
蔵
ゆ
る
〳
〵
ま
わ
す
事 

一

土
用
中
蠧
乾
不
可
懈
怠
事 

但
シ
四
九
日
掃
地
可
致
事 

一

昼
従
四
ツ
時
八
ツ
迄
網
戸
其
余
は
板
戸 

閉
却
之
事
雨
天
梅
雨
板
戸
之
事 

一

経
文
拝
読
之
僧
侶
は
借
標
以
一
札 

所
管
人
ニ
相
願
候
事
所
管
人
不
相 

定
時
は
方
丈
江
直
願
可
申
事 

一

経
蔵
之
近
辺
ニ
庭
木
堅
無
用
事 

一

従
万
霊
北
ニ
新
墓
堅
無
用
事 

但
し
ほ
り
か
ゑ
し
ニ
而
も
禁
之 

 

右
之
通
可
致
守
護
者
也 

安
永
五
丙
申
年
正
月 

経蔵　銘札

経蔵　平面図

山門　平面図
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美
術
工
芸
品

紙
本
墨
画
西
湖
図　

如に

ょ

き寄
筆　
　
　

一
幅
（
絵
画
・
指
定
）

福
知
山
市
字
大
呂

宗
教
法
人
天
寧
寺
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

法　
　

量　

縦　

四
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

横　

九
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

品
質
構
造　

紙
本
墨
画
掛
幅
装

時　
　

代　

室
町
時
代

保
存
状
況　

全
体
に
亘
っ
て
折
れ
が
見
ら
れ
る
。

記　
　

録　

（
図
内
書
込
）

　
　
　
　
　
　

画
面
上
部
（
右
か
ら
）

　
　
　
　
　
　

「
北
高
峯
」
、
「
飛
来
峯
」
、
「
上
天
竺
寺
」
、
「
南
高
峯
」
、
「
錢
塘
」

　
　
　
　
　
　

画
面
中
程
（
右
か
ら
）

　
　
　
　
　
　

「
霊
隠
寺
」
、
「
九
里
松
」
、
「
冷
泉
寺
」
、
「
孤
山
寺
」
、
「
三
賢
堂
」

　
　
　
　
　
　

「
呼
猿
洞
」
、
「
三
竺
浄
土
」
、
「
中
天
竺
」
、
「
下
天
竺
」
、
「
蘇
公
堤
」

　
　
　
　
　
　

画
面
下
部
（
右
か
ら
）

　
　
　
　
　
　

「
涌
金
門
」
、「
豊
楽
楼
」
、「
六
橋
」
、「
雲
峯
塔
」
、「
錢
塘
門
」
、「
南
屏
山
」
、

　
　
　
　
　
　

「
浄
慈
寺
」

　
　
　
　
　

（
落
款
印
章
）
「
大
明
遊
子
樗
□
如
寄
寫
」
、
「
□
□
」
（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　
　

（
裏
書
）
「
西
湖
図
／
古
来
ヨ
リ
有
／
萬
峰
叟
求
焉
」

図　
　

様　
　

中
国
浙
江
省
杭
州
の
西
湖
を
描
き
、
画
面
各
所
に
名
勝
境
地
の
名
称

　
　
　
　
　

を
墨
書
で
書
き
込
む
。
画
面
上
部
に
は
西
湖
西
岸
の
山
が
描
か
れ
る
。

　
　
　
　
　

画
面
右
か
ら
順
に
、
「
北
高
峯
」
、
「
飛
来
峯
」
、
「
三
竺
浄
土
」
、
「
南
高

　
　
　
　
　

峯
」
を
配
置
し
、
そ
の
間
に
遠
山
を
あ
ら
わ
す
。
「
三
竺
浄
土
」
の
上
部

　
　
　
　
　

に
「
上
天
竺
寺
」
を
描
く
ほ
か
、
各
々
の
頂
に
塔
・
楼
閣
・
樹
林
を
描
く
。

　
　
　
　
　

画
面
左
上
に
は
銭せ

ん
と
う
こ
う

塘
江
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
錢
塘
」
の
書
き
込
み
が

　
　
　
　
　

あ
る
。
画
面
中
程
に
は
、
西
湖
西
岸
に
な
ら
ぶ
山
の
麓
の
景
観
を
あ
ら

　
　
　
　
　

わ
す
。
山
裾
に
は
、
画
面
右
か
ら
「
霊
隠
寺
」
、「
冷
泉
寺
（
冷
泉
亭
）
」
、「
呼

　
　
　
　
　

猿
洞
」
、
「
中
天
竺
（
寺
）
」
、
「
下
天
竺
（
寺
）
」
、
西
湖
西
岸
の
市
街
を
配

　
　
　
　
　

置
す
る
。
そ
の
前
方
、
画
面
の
ほ
ぼ
半
ば
に
画
面
を
横
切
る
よ
う
に
「
蘇

　
　
　
　
　

公
堤
」
を
配
置
し
、
画
面
や
や
右
よ
り
に
「
九
里
松
」
と
孤
山
を
あ
ら
わ
す
。

　
　
　
　
　

孤
山
に
は
「
孤
山
寺
」
と
「
三
賢
堂
」
を
描
く
。
画
面
下
部
に
は
左
右

　
　
　
　
　

に
高
山
を
配
し
、
そ
の
間
に
西
湖
東
岸
の
景
観
を
描
く
。
画
面
右
か
ら
「
涌

　
　
　
　
　

金
門
」
、「
豊
楽
楼
」
、
城
壁
、「
雲
峯
塔
（
雷
峯
塔
）
」
、「
錢
塘
門
」
、「
南
屏
山
」
、

　
　
　
　
　

「
浄
慈
寺
」
を
配
置
す
る
。
ま
た
、
画
面
右
よ
り
に
「
六
橋
」
の
書
き
込

　
　
　
　
　

み
が
あ
る
。
湖
面
に
は
舟
を
配
し
、
ま
た
各
所
に
人
物
を
散
策
・
騎
旅

　
　
　
　
　

の
態
に
描
く
。

　

天
寧
寺
は
福
知
山
市
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
禅
院
で
、
金
山
寺
即

し
っ
き
ゅ
う
か
い
り
ょ
う

休
契
了
に
参
じ
、

帰
国
後
足
利
義
持
が
帰
依
し
た
愚

ぐ
ち
ゅ
う
し
ゅ
う
き
ゅ
う

中
周
及
（
一
三
二
三
―
一
四
〇
九
）
を
中
興
開
山

と
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
丹
波
の
有
力
禅
宗
寺
院
で
あ
る
。

　

本
図
に
描
か
れ
る
杭
州
は
古
く
か
ら
名
高
い
景
勝
地
で
あ
る
。
中
唐
の
白
居
易
や
北

宋
の
林り

ん

ぽ逋
、
蘇そ

し
ょ
く軾

の
詩
文
・
故
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
本
作
に
描
か
れ
る
三
賢
堂
は

こ
の
三
者
を
祀
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
杭
州
は
臨
安
府
と
呼
ば
れ
た
南
宋
の
都
で
あ
り
、

大
寺
院
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
西
湖
周
辺
に
も
多
く
の
有
力
寺
院
が
位
置
し
て

お
り
、
南
宋
の
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
─
二
四
）
に
設
け
ら
れ
た
五
山
十
刹
の
う
ち
、

霊り
ん
に
ん
じ

隠
寺
と
浄じ

ん

ず

じ

慈
寺
が
五
山
、
中
天
竺
寺
が
十
刹
に
列
し
て
い
る
な
ど
、
本
図
に
描
か

れ
る
の
は
名
刹
の
集
ま
る
景
観
で
あ
り
、
禅
文
化
に
親
し
む
者
の
同
地
へ
の
憧
れ
を

反
映
し
た
遺
品
と
言
え
る
。

　

本
作
の
落
款
印
章
は
他
の
作
例
と
の
比
較
か
ら
「
大
明
遊
子
樗
屋
如
寄
寫
」
及
び
「
如

寄
」
（
朱
文
方
印
）
と
判
読
で
き
、
作
者
が
如
寄
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
こ
と
が
判
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明
す
る
。
如
寄
は
渡
明
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
作
は
「
大
明
遊
子
」
の
款
記

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
の
帰
国
後
、
お
よ
そ
一
五
世
紀
末
か

ら
一
六
世
紀
初
頭
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
の
作
風
は
、
応
仁
の
乱
後
の
主
流

と
な
っ
た
周
文
系
山
水
図
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
偏
角
構
図
は
採
ら
ず
、
個
々

の
景
物
の
配
置
の
具
体
性
に
主
体
を
置
く
画
面
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
硬
質
な
線

の
多
用
、
淡
墨
の
斧
劈
皴
、
岩
壁
の
立
体
構
成
な
ど
、
雪
舟
（
一
四
二
〇
─
？
）
に

よ
る
写
生
風
の
作
品
と
共
通
し
た
技
法
が
看
取
さ
れ
る
。
西
湖
の
空
間
構
成
を
構
図

の
基
盤
に
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
雪
舟
筆
「
天
橋
立
図
」
と
は
、
個
々
の
景
物
を
記
号

的
に
あ
ら
わ
す
省
略
的
筆
法
や
地
名
の
書
込
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。

　

如
寄
は
『
扶ふ

そ

う

め

い

こ

う

が

ふ

桑
名
公
画
譜
』
や
『
本
朝
画
史
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く

か
ら
雪
舟
門
下
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
還
俗
僧
で
あ
り
五
山
文
学
の
主
要
人
物
で

あ
る
萬ば

ん
り
し
ゅ
う
く

里
集
九
（
一
四
二
八
―
？
）
と
の
交
流
が
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
を
介
し
て
の

雪
舟
と
の
交
流
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
作
に
見
ら
れ
る
表
現
も
、
如
寄

が
雪
舟
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
画
面
上
の

要
素
を
極
端
に
強
調
し
た
説
明
的
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
景
観
を
自
然
に
想
起
さ
せ

る
画
面
を
ま
と
め
る
点
は
、
雪
舟
と
別
種
の
優
れ
た
独
自
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

如
寄
自
身
が
「
大
明
遊
子
」
と
記
す
よ
う
に
、
渡
明
経
験
の
あ
る
如
寄
が
本
作
の
作

者
で
あ
る
こ
と
が
彼
の
地
を
憧
憬
す
る
鑑
賞
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
な
お
、
如
寄
の
作
例
は
花
鳥
画
、
人
物
画
な
ど
十
点
ほ
ど
が
知
ら

れ
る
が
、
本
作
は
確
認
さ
れ
る
唯
一
の
山
水
図
で
あ
り
、
如
寄
の
画
業
を
考
え
る
上

で
も
貴
重
で
あ
る
。

　

西
湖
図
は
近
世
以
降
、
雲
谷
派
・
狩
野
派
を
中
心
に
主
要
な
画
題
と
な
り
、
禅
宗

寺
院
の
障
壁
画
な
ど
に
も
多
く
の
作
例
が
残
さ
れ
る
。
し
か
し
、
室
町
時
代
に
遡
る

現
存
例
は
、
鷗

お
う
さ
い斎

筆
の
屏
風
（
京
都
国
立
博
物
館
）
、
秋

し
ゅ
う
げ
つ

月
が
作
者
に
比
定
さ
れ
て
い

る
掛
幅
（
石
川
県
立
美
術
館
）
な
ど
、
数
点
に
限
ら
れ
る
。
本
作
は
西
湖
図
が
定
型

化
す
る
以
前
の
様
相
を
示
す
貴
重
な
作
例
と
言
え
よ
う
。　

　

本
作
は
名
勝
の
景
観
を
再
構
成
し
た
雪
舟
系
山
水
図
の
優
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
絵

画
史
上
重
要
な
画
題
で
あ
る
西
湖
図
の
古
例
と
し
て
も
価
値
が
高
い
。

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献　

太
田
孝
彦
「
如
寄
筆
「
西
湖
図
」
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　

『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
二
十
一
』
（
一
九
八
六
年
）

下：部分

左：裏書
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紙本墨画西湖図　如寄筆
部分落款印章
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木
造
菩
薩
立
像
（
伝
聖
観
音
像
）　 

一
軀
（
彫
刻
・
指
定
）

亀
岡
市
曾
我
部
町
寺
坊
垣
内

宗
教
法
人
無む

り
ょ
う
じ

量
寺
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

法　
　

量　

像
高　
　
　
　
　
　
　

一
七
一
・
三　

髪
際
高　
　

一
五
二
・
一

 

　
　
　
　

 

頂
―
顎　
　
　
　
　
　

三
六
・
五　
　

面
長　
　
　

一
五
・
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面
幅　
　
　
　
　
　
　

一
六
・
〇　
　

耳
張　
　
　

二
一
・
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

面
奥　
　
　
　
　
　
　

二
二
・
七　
　

臂
張　
　
　

四
九
・
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胸
奥
（
左
・
含
条
帛
）
二
五
・
一　
　

腹
奥　
　
　

二
六
・
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
先
開　

 

（
外
）　
　

 

二
四
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
内
）　
　

 

八
・
三

　
　
　
　
　

台
座
高　
　
　
　
　
　

一
五
・
二　
　

台
座
幅　
　

五
一
・
一

　
　
　
　
　

台
座
奧　
　
　
　
　
　

四
一
・
二　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

形　
　

状　
　

頭
頂
に
髻
を
結
う
。
天
冠
台
（
構
成
は
下
か
ら
紐
・
連
珠
・
紐
・
列
弁
）

を
著
す
。
地
髪
部
、
天
冠
台
よ
り
上
は
平
彫
り
、
下
は
疎ま

だ
ら
ぼ彫

り
と
す
る
。

耳
朶
環
状
貫
通
。
白
毫
相
、
三
道
を
表
す
。
条

じ
ょ
う
は
く

帛
を
懸
け
、
裙く

ん（
折
返
し
付
）

を
ま
と
い
、
下
端
は
蓮
肉
上
面
に
達
す
る
。
天
衣
は
両
肩
に
か
け
、
前
方

分
は
膝
の
上
下
を
二
段
に
わ
た
っ
て
両
手
首
に
懸
か
り
、
両
側
方
に
垂
下

す
る
（
両
側
欠
失
）
。
左
腕
屈く

っ

ぴ臂
、
第
一
・
三
・
四
指
を
曲
げ
て
持
物
を
執

る
形
を
な
す
。
右
手
垂
下
、
掌
を
前
に
し
て
五
指
を
伸
ば
す
。
腰
を
わ
ず

か
に
左
に
捻
り
、
右
膝
を
弛
め
て
立
つ
。

品
質
構
造　

ヒ
ノ
キ
。
漆
箔
、
古
色
。
白
毫
、
水
晶
嵌
入
。

　
　
　
　
　

本
体　

頭
体
幹
部
は
竪
一
材
か
ら
彫
成
す
る
。
内
刳
を
施
し
、
蓋
板
を
当

て
る
か
。
両
手
首
を
矧
ぐ
。
正
面
の
条
帛
垂
下
部
、
天
衣
の
腰

部
か
ら
手
首
に
至
る
間
及
び
両
腕
前
膊
か
ら
の
垂
下
部
（
亡
失
）

等
を
矧
付
け
る
。
両
足
首
を
矧
ぐ
。
天
冠
台
左
右
に
冠
繒
を
取

付
け
た
か
と
思
わ
れ
る
大
小
の
小
孔
が
あ
る
。
表
面
は
、
肉
身
部
、

漆
箔
仕
上
げ
。
着
衣
部
、
古
色
仕
上
げ
。

保
存
状
況　

本
体　

両
手
首
先
、
背
中
の
光
背
受
座
、
背
面
背
板
下
端
部
の
矧
ぎ
付

　
　
　
　
　
　
　
　

け
材
、
背
面
裳
先
、
両
足
先
、
両
足
下
枘　

後
補
。
髻
、
地
髪
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　

背
面
条
帛
に
彫
り
直
し
が
施
さ
れ
る
か
。
肉
身
部
の
漆
箔
仕
上

　
　
　
　
　
　
　
　

げ
及
び
着
衣
部
の
古
色
仕
上
げ
は
後
補
で
、
そ
の
下
の
彫
刻
面

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
も
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

光
背　

亡
失

 
 
 

　
　
　

 

台
座　

後
補

時　
　

代　

平
安
時
代

　
　
　
　
　
　

　

無
量
寺
は
亀
岡
市
曾
我
部
町
寺
の
浄
土
宗
寺
院
で
、
史
料
を
欠
く
た
め
来
歴
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
本
像
は
無
量
寺
が
所
蔵
す
る
菩
薩
立
像
で
、
聖
観
音
像
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
頭
部
か
ら
脚
部
に
い
た
る
ま
で
を
一
材
か
ら
彫
成
し
た
一
木
造
で
、
材

の
最
大
幅
は
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
背
面
か
ら
内
刳
り
を
施
し
て
い
る
。
腰

を
や
や
左
へ
捻
り
右
足
を
半
歩
踏
み
出
す
が
、
動
き
の
少
な
い
静
的
な
像
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
確
認
さ
れ
る
翻
波
式
衣
文
、
奥
行
き
が
深
く
緊
張
感
の
あ
る
面
部
、

豊
か
な
量
感
を
示
す
体
躯
な
ど
に
平
安
時
代
前
期
の
様
式
を
見
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、

伏
し
目
の
穏
や
か
な
表
情
や
、
柔
ら
か
な
衣
文
の
処
理
な
ど
、
和
様
化
の
傾
向
を
見

せ
て
お
り
、
制
作
は
一
〇
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
や
や
手
が
長
く
、
体
部
に
歪

み
が
あ
る
な
ど
古
拙
さ
も
残
す
が
、
和
様
彫
刻
へ
至
る
過
渡
期
の
様
相
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
典
型
的
な
様
式
を
示
し
て
お
り
、
気
品
の
あ
る
優
美
な
姿
は
、
同

時
代
の
当
該
地
域
の
現
存
作
例
の
中
で
も
出
色
の
作
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

肉
身
部
に
後
補
の
漆
箔
が
施
さ
れ
る
な
ど
補
修
も
あ
る
が
、
当
初
の
姿
を
大
き
く
損
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な
う
も
の
で
は
な
い
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
本
像
は
江
戸
時
代
以
前
に
は
與
能
神
社
神
宮
寺
の
所
蔵
で
あ
り
、

神
仏
分
離
に
伴
い
無
量
寺
に
移
さ
れ
た
と
言
う
。
與
能
神
社
は
延
喜
式
内
社
で
、
無

量
寺
の
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
に
位
置
し
て
い
る
。
曾
我
部
町
上
嶋
家
の
文
書
の

う
ち
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
以
降
と
思
わ
れ
る
記
録
に
、
與
能
神
社
の
本
地
仏

と
し
て
地
蔵
、
観
音
、
弥
陀
、
薬
師
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
像
は
こ
の
観
音
像
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
本
地
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
像
は
丹
波
地
域
に
残
さ
れ
た
平
安
時
代
中
期
の
木
彫
像
の
優

品
で
あ
る
と
と
も
に
、
神
仏
習
合
の
一
端
を
示
す
遺
品
と
し
て
価
値
が
高
い
。

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献　

亀
岡
市
『
亀
岡
市
史
』
資
料
編
第
四
巻
（
一
九
九
六
年
）

左側面

背面 頭部右側面
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木造菩薩立像（伝聖観音像）
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狛こ
ま
も
ん
じ
ょ

文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
点
（
古
文
書
・
指
定
）

木
津
川
市　

個
人
蔵

時　
　

代　

室
町
時
代
～
江
戸
時
代

　

「
狛
文
書
」
は
、
現
在
の
木
津
川
市
山
城
町
上か

み
こ
ま狛

を
本
拠
地
と
し
て
、
室
町
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
国

こ
く
じ
ん人

狛
氏
に
関
係
す
る
古
文
書
群
で
あ
る
。
残
さ

れ
て
い
る
古
文
書
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
頃
か
ら
織
田
信
長
に
仕
え
て
い
た
時
期

ま
で
を
中
心
と
し
、
江
戸
時
代
の
関
連
文
書
を
含
ん
で
い
る
。
詳
細
は
、
左
表
目
録

の
と
お
り
で
あ
る
。

狛文書目録

　

狛
氏
は
、
出
自
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
室
町
時
代
に
、
興
福
寺
大

だ
い
じ
ょ
う
い
ん

乗

院
領
の

狛こ
ま
の
の
し
ょ
う

野
荘
の
荘
官
で
あ
る
下げ

し司
と
し
て
、
次
第
に
勢
力
を
伸
張
さ
せ
て
き
た
。
『
大
乗
院

日
記
目
録
』
の
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
年
）
一
一
月
一
一
日
条
に
、
狛
下
司
が
般
若

寺
付
近
の
合
戦
に
参
加
し
、
打
た
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
最
も
古
い

記
録
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
幕
府
管か

ん
れ
い領

細
川
氏
の
被ひ

か

ん官
と
し
て
も
史
料
に
名
前
が
見

え
、
応
仁
・
文
明
の
乱
で
は
、
東
軍
・
細
川
勝か

つ
も
と元

方
と
し
て
各
地
の
合
戦
に
参
戦
し
た
。

山や
ま
し
ろ
の
く
に
い
っ
き

城
国
一
揆
に
お
い
て
は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
年
）
正
月
二
五
日
条
に
、
狛
野

荘
の
「
下
司
・
公く

も

ん文
は
狛
山

や
ま
し
ろ
の
か
み

城

守
秀
」
と
あ
り
、
名
乗
り
、
受

ず
り
ょ
う領

名
が
確
認
で
き
る
。

番
号

年
月
日
未
詳

年
月
日
未
詳

（
天
和
元
）

（
享
保
八
）

寛
文
一
三

戌
（
寛
永
一
一
）

天
正
五

（
天
正
三
カ
）

（
元
亀
元
）

（
永
禄
一
一
）

（
永
禄
一
一
）

享
禄
三

明
応
八

（
文
明
二
）

年

二
一
一

七 正 正 正 五 正 七 八
一
〇

正
一
二

九 二 四
一
二

八 五
一
〇

九 七

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
二
四

二
一

六
二
五

一
七

二
八

一
四

一
五

一
〇

一
三

五
一
九

二
一

一
六

一
九

一
一

一
八

一
二
七

一
五

一
三

二
八

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
狛
家
古
状
入

封
紙

狛
孫
左
衛
門
書
状

松
平
乗
久
書
状

前
田
光
高
書
状

阿
部
忠
秋
書
状

狛
氏
由
緒
書

織
田
信
長
世
系
図

京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
触
書

堀
秀
政
書
状

織
田
信
長
黒
印
状
写

織
田
信
長
朱
印
状

織
田
信
長
黒
印
状

篠
原
長
重
・
篠
原
恕
朴
連
署
状

十
河
存
保
書
状

某
秀
綱
等
連
署
状

三
好
宗
渭
書
状

牛
嶋
義
続
書
状

奈
良
元
吉
書
状

筒
井
光
就
・
大
角
信
直
連
署
状

畠
山
高
政
書
状

遊
佐
順
盛
書
状

筒
井
順
興
書
状

細
川
政
元
奉
行
人
奉
書

細
川
勝
元
感
状 文

書
名

細
川
勝
元

狛
孫
左
衛
門

松
平
和
泉
守
乗
久
（
花
押
）

松
筑
前
守
光
高
（
花
押
）

阿
部
豊
後
守
忠
秋
（
花
押
）

狛
昌
季

周
防
（
黒
印
）

堀
久
太
郎
秀
政
（
花
押
）

信
長
在
印

（
信
長
朱
印
）

信
長
（
黒
印
）

篠
右
入
恕
朴
（
花
押
）
、
篠
孫
四
長
重
（
花
押
）

存
保
（
花
押
）

馬
与
右
秀
綱
（
花
押
）
・
鯰
□
□
□
□
（
花
押
）

釣
斎
宗
渭
（
花
押
）

義
続
（
花
押
）

元
吉
（
花
押
）

信
直
（
花
押
）
、
光
就
（
花
押
）

高
政
（
花
押
）

順
盛
（
花
押
）

筒
井
順
興
（
花
押
）

（
飯
尾
）
家
兼

勝
元
（
花
押
）

差
出
人

狛
新
三
郎

小
林
宇
兵
衛

奥
田
八
郎
右
衛
門

星
野
彦
三
郎

林
村
庄
屋
百
姓
中

武
田
左
吉
、
林
高
兵
衛
尉
、
長
坂
助
一

狛
左
馬
進

狛
左
馬
亮

狛
左
□
□
（
馬
進
カ
）

狛
左

狛
左
馬
進

狛
左

狛
吉

狛
吉
三
郎

狛
吉
三
郎

狛
孫
一

酒
匂
刑
部
大
夫

成
身
院

狛
殿

狛
孫
左
衛
門
尉

狛
山
城
守

宛
所

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

楮
紙

料
紙

切
続
紙

折
紙

切
紙

切
紙

切
続
紙

切
続
紙

折
紙

折
紙

切
紙

竪
紙

折
紙

折
紙

切
紙

折
紙

折
紙

切
紙

切
紙

切
紙

折
紙

切
紙

折
紙

折
紙

切
紙

形
状

四
二
・
五

一
八
・
七

一
六
・
六

三
七
・
九

二
〇
・
二

一
五
・
七

一
八
・
八

一
三
・
九

三
六
・
〇

二
七
・
八

一
六
・
五

二
九
・
七

二
七
・
一

二
八
・
〇

一
五
・
三

二
七
・
二

二
八
・
二

一
四
・
五

一
八
・
八

一
二
・
四

二
七
・
五

一
六
・
六

二
七
・
八

二
六
・
八

　
一
八
・
〇

タ
テ

三
五
・
五

一
〇
・
八

一
二
七
・
四

五
一
・
六

五
一
・
五

四
五
・
六

一
〇
一
・
九

二
四
五
・
五

五
三
・
〇

四
三
・
〇

五
六
・
七

四
六
・
五

四
三
・
八

四
三
・
八

四
五
・
〇

四
〇
・
九

四
四
・
四

四
六
・
〇

四
五
・
六

四
二
・
三

四
四
・
八

四
七
・
六

四
五
・
〇

四
四
・
八

三
六
・
六

ヨ
コ

三
角
形
状

四
紙

後
欠

三
紙

六
紙

切
封
、
封
紙
あ
り

切
封
、
封
紙
あ
り

切
封
、
封
紙
あ
り

封
紙
あ
り

切
封

切
封

備
考

月
日
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狛
氏
は
戦
国
期
に
も
上
狛
に
居
住
し
、
木
津
氏
や
大
和
の
筒
井
氏
等
と
行
動
を
共
に

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
織
田
信
長
に
仕
え
、
上
狛
で
の
当と

う
ち
ぎ
ょ
う

知
行
を
安あ

ん

ど堵
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
能
寺
の
変
後
は
出
仕
せ
ず
、
上
狛
に
隠
居
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の

こ
ろ
の
当
主
で
あ
る
狛
秀ひ

で
つ
な綱

の
画
像
が
、
上
狛
の
西
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
京

都
府
登
録
文
化
財
）
。

　

江
戸
時
代
に
な
り
、
狛
氏
は
、
織
田
氏
と
の
縁
を
頼
り
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
年
）

大
和
国
宇
陀
郡
松
山
（
現
宇
陀
市
）
の
織
田
家
に
出
仕
し
、
上
狛
を
離
れ
る
。
こ
の
際
、

城
跡
や
屋
敷
等
の
管
理
を
上
狛
に
残
る
旧
家
臣
団
に
委
ね
る
が
、
合
わ
せ
て
家
蔵
の
古

文
書
の
管
理
も
委
ね
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
「
狛
文
書
」
と
し
て
現
在
ま
で
上
狛
の
旧

家
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
狛
氏
は
、
元
禄
八
年(

一
六
九
三
年
）

の
織
田
家
の
転
封
に
と
も
な
い
、
丹
波
国
氷
上
郡
柏か

い
ば
ら原

（
現
丹
波
市
）
に
移
り
、
現

在
も
兵
庫
県
に
在
住
さ
れ
る
。

　

主
な
文
書
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

「
細
川
勝
元
感か

ん
じ
ょ
う

状
」
（
一
）
は
、
狛
山
城
守
が
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
年
）
七
月

二
五
日
の
田

た
な
べ
じ
ょ
う

辺
城
合
戦
（
現
京
田
辺
市
）
に
東
軍
・
細
川
方
と
し
て
参
戦
し
、
被
官
人

が
討
ち
死
に
し
た
こ
と
を
注
進
し
た
こ
と
に
対
す
る
感
状
で
あ
る
。
こ
の
日
の
合
戦

の
こ
と
は
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
等
に
記
載
が
あ
る
。
「
細
川
政ま

さ
も
と
ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん
ほ
う
し
ょ

元
奉
行
人
奉
書
」

（
二
）
は
、
細
川
政
元
の
奉
行
人
で
あ
る
飯い

の

尾お

家い
え
か
ね兼

が
発
給
し
た
文
書
で
、
明
応
八
年

（
一
四
九
九
年
）
こ
ろ
の
南
山
城
の
状
況
を
反
映
し
た
内
容
で
あ
る
。
細
川
政
元
の
武

将
で
あ
る
赤
沢
宗そ

う
え
き益

等
が
南
山
城
に
入
部
し
た
こ
と
に
よ
り
、
狛
氏
と
対
立
し
て
い

た
椿つ

ば

い井
氏
等
が
没
落
し
た
た
め
、
そ
の
跡
の
知
行
が
狛
孫ま

ご
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

左
衛
門
尉
に
宛
て
が
わ
れ

て
い
る
。
「
筒
井
順

じ
ゅ
ん
こ
う興

書
状
」
（
三
）
か
ら
は
、
狛
氏
が
大
和
国
十と

い

ち市
郷
内
で
四
箇
所

の
荘
園
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
筒
井
順
興
（
～
一
五
三
五
）
は
、

成じ
ょ
う
し
ん
い
ん
じ
ゅ
ん
せ
い

身
院
順
盛
の
息
。
「
奈
良
元も

と
よ
し吉

書
状
」
（
七
）
の
発
給
者
で
あ
る
奈
良
元
吉
は
、
永

正
六
年
（
一
五
〇
九
年
）
に
木
津
の
給

き
ゅ
う
に
ん

人
と
し
て
『
春
日
社
司
裕
弥
記
』
に
名
前
の

見
え
る
人
物
で
あ
る
。

細川勝元感状
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八
号
か
ら
一
二
号
は
、
阿
波
の
三み

よ

し好
氏
関
係
の
文
書
で
あ
る
。
八
号
の
発
給
者
牛

嶋
義よ

し
つ
ぐ続

は
、
三
好
氏
の
重
臣
で
あ
る
篠
原
氏
の
家
臣
で
あ
る
。
「
三
好
宗そ

う

い渭
書
状
」（
九
）

は
、
い
わ
ゆ
る
三
好
三
人
衆
の
一
人
で
あ
る
三
好
宗
渭
が
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八

年
）
九
月
に
木
津
（
現
木
津
川
市
）
の
平ひ

ら
じ
ろ城

に
入
城
し
た
際
、
狛
氏
に
対
し
て
、
参

戦
を
呼
び
か
け
た
文
書
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
折
り
方
や
封ふ

う
し
き式

に
独
特
の
も
の
が
あ
り
、

古
文
書
学
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
「
十そ

ご
う
ま
さ
や
す

河
存
保
書
状
」
（
一
一
）
や
「
篠
原
長な

が
し
げ重

・
篠

原
恕じ

ょ
ぼ
く朴

連
署
状
」
（
一
二
）
か
ら
は
、
狛
氏
が
十
河
に
贈
り
物
を
し
た
り
、
三
好
長な

が
は
る治

（
万ま

ん
つ
る鶴

）
に
属
し
て
参
戦
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
狛
氏
が
三
好
方
に
誼

よ
し
み

を
通
じ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
好
氏
が
、
畿
内
で
覇は

を
争
う
な
か
で
、
木
津
を
一
つ
の

拠
点
と
し
、
近
隣
の
国
人
を
味
方
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

狛
氏
は
、
そ
の
後
、
織
田
信
長
に
仕
え
た
。
「
織
田
信
長
黒こ

く
い
ん
じ
ょ
う

印
状
」
（
一
三
）
は
、

狛
氏
が
沈じ

ん
こ
う香

一
両
を
陣
中
見
舞
い
と
し
て
送
っ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。
「
織
田
信

長
朱
印
状
」
（
一
四
）
は
、
狛
氏
の
上
狛
で
の
当
知
行
を
安
堵
し
た
目
録
で
あ
る
。

延え
ん
め
い
じ

命
寺
氏
や
泉
橋
寺
氏
な
ど
、
同
じ
上
狛
に
居
住
し
な
が
ら
も
敵
対
し
て
い
た
者
の
分

も
合
わ
せ
て
、
狛
氏
の
知
行
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
一
六
号
の
堀
秀
政
は
、

織
田
信
長
の
側
近
と
し
て
山
城
の
蔵く

ら
い
り
ち

入
地
管
理
な
ど
に
あ
た
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

「
狛
氏
由
緒
書
」(

一
九
）
は
、
狛
氏
の
城
跡
・
屋
敷
跡
等
を
一
族
家
来
筋
の
者
が

年
番
で
世
話
し
て
い
る
旨
を
、
領
主
で
あ
る
藤
堂
藩
に
届
け
出
た
文
書
。
「
狛
孫
左
衛

門
書
状
」
（
二
三
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
、
狛
氏
か
ら
上
狛
に
居
る
旧
家
臣
の
一
人

に
対
し
て
、
城
跡
・
屋
敷
跡
等
を
現
在
ま
で
懇
切
に
維
持
管
理
し
て
き
た
こ
と
に
対

す
る
謝
意
を
述
べ
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、江
戸
時
代
を
通
し
て
狛
氏
の
遺
跡
・

遺
物
が
、
現
地
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

二
四
号
の
封ふ

う

し紙
は
、
細
川
勝
元
か
ら
狛
新
三
郎
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
狛
新
三

郎
は
、
狛
山
城
守
の
子
で
、
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
年
）
四
月
一
六
日
の
狛
城
の

合
戦
で
討
ち
死
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
人
物
で
あ
る
（
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
よ

る
）
。
二
五
号
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
本
文
書
群
の
包
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も

三好宗渭書状
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の
で
あ
ろ
う
。

　

「
京
都
所
司
代
板い

た
く
ら
し
げ
む
ね
ふ
れ
が
き

倉
重
宗
触
書
」
（
一
七
）
と
、
二
〇
号
・
二
一
号
・
二
二
号
の
江

戸
時
代
の
大
名
か
ら
の
書
状
は
、
狛
氏
と
は
直
接
関
係
な
く
、
上
狛
の
内
の
林
村
の

庄
屋
家
の
文
書
の
な
か
か
ら
、
後
に
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
狛
文
書
」
は
、
室
町
～
戦
国
期
の
南
山
城
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域

の
国
人
に
関
す
る
古
文
書
は
、
現
地
に
伝
存
し
て
い
る
例
は
少
な
く
、
ま
と
ま
っ
た

も
の
と
し
て
、
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
「
狛
文
書
」
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

に
京
都
大
学
で
影え

い
し
ゃ
ぼ
ん

写
本
が
作
ら
れ
た
際
、
別
紙
目
録
の
う
ち
六
号
・
二
三
～
二
五
号

を
除
く
二
一
点
で
「
狛
文
書
続
編
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
周
知
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
一
部
に
狛
氏
と
直
接
関
係
の
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
周
知
の

一
群
の
古
文
書
と
し
て
、
文
書
群
全
体
を
「
狛
文
書
」
と
し
て
保
存
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

（
田
中
淳
一
郎
）

参
考
文
献　

山
城
町
『
山
城
町
史
』
本
文
編
（
一
九
八
七
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
町
『
山
城
町
史
』
史
料
編
（
一
九
九
〇
年
）

織田信長朱印状

封紙（「狛新三郎殿　勝元」）
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北
丹
後
地
震
写
真
ガ
ラ
ス
乾か

ん
ぱ
ん板　

四
二
点
（
歴
史
資
料
・
登
録
）

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町

京
都
府
（
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
保
管
）

時　
　

代　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

　

北
丹
後
地
震
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
三
月
七
日
午
後
六
時
二
七
分
に
、

現
在
の
京
丹
後
市
網
野
町
郷ご

う

付
近
を
震
源
地
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

三
の
大
地
震
で
、
最
大
震
度
は
六
相
当
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
与よ

さ謝
郡
、
中な

か

郡
、
竹た

け

の野
郡
の
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
夕
食
時
刻
と
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
各
所
で
火
災
が
発
生
し
、
網
野
、
峰
山
（
現
京
丹
後
市
）
、
山
田
（
現
与

謝
郡
与
謝
野
町
）
な
ど
で
八
、
二
八
七
戸
が
焼
失
し
た
。
人
的
被
害
は
、
死
者
は
二
、

九
二
五
人
（
京
都
府
内
で
二
、
八
九
八
人
）
、
負
傷
者
は
七
、
八
〇
六
人
に
の
ぼ
っ
た
。

な
お
、
「
北
丹
後
地
震
」
は
、
気
象
庁
に
よ
る
名
称
で
、
一
般
に
は
「
丹
後
震
災
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
震
で
は
、
京
丹
後
市
網
野
町
浅あ

さ
も
が
わ

茂
川
か
ら
同
市
大
宮
町
三み

え重
に
至
る
長
さ

一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
郷

ご
う
む
ら村

断
層
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
与
謝
野
町
岩
屋
か
ら
宮
津

市
府
中
に
至
る
山
田
断
層
と
が
動
き
、
地
表
に
ず
れ
を
生
じ
た
。
特
に
郷
村
断
層
は
、

そ
の
西
側
が
最
大
で
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
隆
起
し
、
南
へ
二
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ず
れ
た
。
こ
の
郷
村
断
層
は
、
昭
和
四
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
に
は
、
被
災
者
を
慰
霊
し
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
峰
山

町
に
丹
後
震
災
記
念
館
（
京
都
府
指
定
文
化
財
）
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

京
都
府
行
政
文
書
等
に
よ
れ
ば
、
京
都
府
で
は
、
八
日
深
夜
か
ら
現
地
に
職
員
を

派
遣
し
、
救
護
活
動
に
あ
た
っ
た
。
八
日
午
後
四
時
に
は
鉄
道
が
丹
後
山
田
駅
（
現

野
田
川
）
ま
で
開
通
し
た
が
、
そ
の
先
は
被
害
が
甚
だ
し
く
開
通
が
二
〇
日
に
な
っ

た
た
め
、
峰
山
・
網
野
方
面
へ
は
徒
歩
で
入
っ
て
い
る
。
一
四
日
に
は
、
京
都
府
震

ガラス乾板
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災
救
護
宮
津
出
張
所
か
ら
本
庁
に
宛
て
て
、
「
災
害
写
真
撮
影
の
必
要
こ
れ
有
り
候
に

付
き
、
技
術
者
御
派
遣
相
成
り
た
く
候
」
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
（
行
政
文
書
昭
二

―
一
三
五
「
震
災
情
報
」
）
。

　

北
丹
後
地
震
写
真
ガ
ラ
ス
乾
板
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
地
震
直
後
に
被

災
地
に
入
っ
た
京
都
府
職
員
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
乾
板
は
、
い
ず
れ
も
キ
ャ

ビ
ネ
判
（
一
一
・
九
×
一
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
縁
に
一
部
欠
損
の
あ
る
も

の
が
一
枚
あ
る
程
度
で
、
保
存
状
態
は
よ
い
。
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
、
網
野
・
峰
山
・

山
田
を
中
心
に
し
た
地
域
の
被
害
状
況
を
克
明
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
多
く
が
昭
和
三
年
五
月
に
京
都
府
学
務
部
社
会
課
が
発
行
し

た
『
奥
丹
後
震
災
誌
』
の
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
関
連
書

籍
に
も
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
は
既
に
フ
ィ
ル
ム
も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
を
含
め
北
丹
後
地
震

に
係
る
写
真
の
原
板
が
残
っ
て
い
る
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
乾
板
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
府
に
お
け
る
震
災
被

害
の
記
録
の
保
存
の
観
点
か
ら
も
、
注
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

　

撮
影
さ
れ
た
写
真
の
主
た
る
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

郷
村
字
高
橋
の
断
層
（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

　
　

罹
災
当
時
の
峰
山
町
役
場
と
救
護
事
務
所
（
現
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　
　

竹
野
郡
郷
村
役
場
（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

　
　

口
大
野
村
の
家
屋
被
害
（
現
京
丹
後
市
大
宮
町
）

　
　

網
野
町
小
浜
の
道
路
陥
没
に
よ
る
浸
水
（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

　
　

焦
土
と
な
っ
た
峰
山
町
（
三
月
一
六
日
撮
影
か
）
（
現
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　
　

峰
山
町
字
吉
原
（
復
興
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
）
（
現
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　
　

山
田
村
下
山
田
の
焼
失
の
跡
（
現
与
謝
郡
与
謝
野
町
）

　
　

歩
兵
第
九
連
帯
の
大
隊
本
部　

網
野
神
社
境
内
（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

　
　

火
災
直
後
の
岩
滝
町
、
岩
屋
村
（
現
与
謝
郡
与
謝
野
町
）

郷村断層
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全
村
陥
没
せ
ん
と
し
た
世
屋
村
字
松
尾
（
現
宮
津
市
）

　
　

山
田
村
山
田
駅
前
の
倒
壊
家
屋
（
現
与
謝
郡
与
謝
野
町
）

　
　

岩
屋
村
の
山
崩
れ
で
埋
没
し
た
家
屋
（
現
与
謝
郡
与
謝
野
町
）

　
　

網
野
町
離
湖
岸
の
田
面
の
陥
没
及
び
隆
起
（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

　
　

京
都
府
震
災
救
護
峰
山
出
張
所
（
峰
山
警
察
署
内
）
（
現
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　
　

京
都
府
立
峰
山
震
災
救
護
天
幕
病
院
（
峰
山
警
察
署
跡
）（
現
京
丹
後
市
峰
山
町
）

　
　

府
立
宮
津
震
災
救
護
病
院
内
の
入
院
患
者
（
宮
津
公
会
堂
救
護
所
）（
現
宮
津
市
）

　
　

網
野
小
学
校
の
倒
壊
後
片
付
け
（
青
年
団
、
在
郷
軍
人
会
）（
現
京
丹
後
市
網
野
町
）

（
田
中
淳
一
郎
）

参
考
文
献　

京
都
府
『
奥
丹
後
震
災
誌
』(

一
九
二
八
年
）

　
　
　
　
　

京
丹
後
市
『
京
丹
後
市
史
資
料
編　

丹
後
震
災
救
護
史
料
集
』（
二
〇
一
一
年
）

焦土となった峰山町（３月 16 日か）

府立宮津救護病院

網野町小浜の道路陥没による浸水
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史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

寂じ
ゃ
く
し
ょ
う
い
ん

照
院
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林　

 

（
天
然
記
念
物
・
登
録
）

長
岡
京
市
奥
海
印
寺
明
神
前
三
一
番

宗
教
法
人
木
の
上
山
海
印
寺
寂
照
院

　

寂
照
院
は
、
平
安
時
代
九
世
紀
半
ば
に
創
建
さ
れ
た
海
印
寺
の
一
〇
院
の
ひ
と
つ

で
、
現
在
そ
の
法
灯
を
継
ぐ
唯
一
の
寺
で
あ
る
。
『
山
城
名
勝
志
』
（
大
島
武
好
著
、

一
七
一
一
年
刊
）
で
は
『
文
徳
天
皇
実
録
』
を
引
き
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
年
）
に

卒
し
た
権
少
僧
都
道
雄
が
、
夢
に
当
地
を
見
て
海
印
寺
を
創
設
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
『
類
聚
三
代
格
』
嘉
祥
四
年
三
月
二
二
日
付
け
太
政
官
符
で
は
、
定

じ
ょ
う
が
く額

寺
に
列
す

る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
華
厳
宗
の
法
に
則
り
、
海
印
三
昧
を
修
す
る
一
〇
院
を
置
き
、

「
海
印
三
昧
寺
」
と
称
し
た
と
さ
れ
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
り
、
他
の
九
院
は
焼

失
し
廃
絶
し
た
が
、
同
院
だ
け
が
現
在
は
単
立
寺
院
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

境
内
南
辺
の
入
口
に
あ
た
る
仁
王
門
の
北
に
「
孟
宗
竹
発
祥
之
地
」
と
刻
ま
れ
た

石
碑
が
あ
る
。
日
本
へ
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
伝
来
に
関
し
て
は
、
竹
類
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
っ
た
京
都
大
学
名
誉
教
授
上
田
弘
一
郎
氏
に
よ
り
、
現
在
地
域
が
特
定
で
き

る
場
所
と
し
て
、
次
の
二
箇
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
島
津
家
二
一
代
当

主
吉
貴
が
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六)

に
琉
球
か
ら
取
り
寄
せ
、
現
在
の
鹿
児
島
市

に
所
在
す
る
国
の
指
定
名
勝
庭
園
「
仙せ

ん
が
ん
え
ん

巌
園
」
に
植
栽
し
、
そ
の
後
、
薩
摩
藩
江
戸

屋
敷
な
ど
へ
株
分
け
し
、
分
布
が
拡
が
っ
た
と
い
う
説
で
、
当
初
の
伝
来
時
点
か
ら

約
百
年
後
の
天
保
八
年(

一
八
三
七)

に
島
津
家
二
七
代
当
主
が
祖
先
の
業
績
を
顕

彰
す
る
た
め
、
仙
巌
園
内
に
建
立
し
た
石
碑
の
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
説
が
、
京
都
府
乙
訓
地
域
の
寂
照
院
に
関
す
る
も
の
で
、
中
国
へ

渡
っ
た
宇
治
黄
檗
山
の
禅
僧
が
、
帰
国
の
際
に
持
ち
帰
っ
た
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
を
親
交

の
あ
っ
た
寂
照
院
主
に
贈
呈
し
、
同
院
で
栽
培
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
マ
ダ
ケ
や
ハ

寂照院のモウソウチク林
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チ
ク
な
ど
在
来
種
の
竹
類
と
は
異
な
る
趣
が
あ
り
、
庭
園
植
栽
と
し
て
珍
重
さ
れ
、

後
の
江
戸
時
代
後
期
に
同
地
域
に
興
隆
す
る
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
に
よ
る
筍
生
産
の
基
と

な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
は
、
同
院
及
び
乙
訓
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
、

明
治
三
五
年(
一
九
〇
二)

刊
の
「
京
都
府
農
会
報
」
一
二
三
号
に
も
記
述
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
同
院
に
孟
宗
竹
発
祥
地
と
し
て
残
さ
れ
た
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
は
、
墓
所
の
東

方
に
位
置
し
、
東
及
び
東
南
辺
林
縁
の
地
形
傾
斜
部
も
含
め
た
境
内
の
竹
林
総
面
積

は
約
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
が
り
を
も
つ
。
そ
の
う
ち
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
登
録
地
域
と
し
て
い
る
。
直
径
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
竹ち

く
か
ん稈

が
多
数

林
立
し
、
稈
高
は
約
一
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
食
用
筍
を
生
産
す
る
乙
訓
地
域
で
一

般
的
な
筍
畑
と
は
異
な
り
、
稈
の
先
止
め
、
頻
繁
な
施
肥
、
敷
き
藁
、
土
入
れ
な
ど

の
施
業
は
敢
え
て
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
竹
林
が
過
密
化
し
美
観
を
損
な
う
こ
と
が

な
い
よ
う
、
稈
の
密
度
を
経
験
的
に
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
～
四
本
程
度
に

抑
え
る
間
伐
が
な
さ
れ
、
昔
な
が
ら
の
境
内
竹
林
の
様
相
が
保
た
れ
て
い
る
。
明
治

初
期
の
神
仏
分
離
ま
で
は
連
続
し
た
敷
地
と
み
な
さ
れ
て
い
た
寂
照
院
境
内
地
北
側

の
丘
上
に
走

は
し
り
だ田

神
社
が
鎮
座
す
る
が
、
同
神
社
の
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
が
優
占
す
る
成

熟
し
た
社
叢
林
下
部
の
日
当
た
り
の
よ
い
土
地
に
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
が
進
出
し
、
こ

れ
ら
の
木
本
と
混
在
し
て
い
る
。
境
内
地
南
側
に
続
く
平
坦
地
に
広
く
営
ま
れ
る
田

畑
地
と
北
部
丘
陵
の
樹
林
帯
と
の
間
を
占
め
る
近
世
の
竹
林
景
観
の
原
風
景
が
、
寂

照
院
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
を
南
辺
の
核
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
へ
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
伝
来
に
つ
い
て
は
複
数
の
説
が
あ
る
が
、
同
院
の
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
は
発
祥
地
の
伝
承
と
と
も
に
寺
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
々
の
永

年
の
努
力
に
よ
り
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
期
か
ら
の
特
色

あ
る
竹
林
業
地
と
し
て
全
国
的
に
名
高
い
乙
訓
地
域
の
歴
史
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
的

な
竹
林
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

（
石
田
裕
二
）

モウソウチク林の内部
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文
化
的
景
観

京
丹
後
市
久
美
浜
湾
沿
岸
の
商
家
建
築
群
と
街
な
み
景
観　

（
選
定
）

所
在
地　

京
丹
後
市
久
美
浜
町

　

京
丹
後
市
久
美
浜
町
は
、
京
都
府
北
部
西
端
に
あ
た
り
兵
庫
県
豊
岡
市
と
境
を
接

す
る
地
域
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
以
前
は
京
都
府
熊
野
郡
久
美
浜
町
と
し
て
独
立
し

た
行
政
単
位
で
あ
っ
た
が
、
同
年
四
月
近
接
の
六
町
が
合
併
し
一
市
に
な
っ
た
。
今

回
の
選
定
候
補
地
は
、
合
併
前
に
は
久
美
浜
町
役
場
が
お
か
れ
た
中
心
街
区
で
あ
っ

た
。

　

久
美
浜
湾
沿
岸
の
街
な
み
は
旧
町
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
日
本
海
の
内
海
で
あ

る
久
美
浜
湾
最
奥
に
位
置
し
て
い
る
。
海
面
越
し
に
円
錐
形
の
優
美
な
兜

か
ぶ
と
や
ま

山
や
、
湾

と
外
海
と
の
境
に
形
成
さ
れ
た
砂
洲
松
原
の
小
天
橋
が
遠
望
で
き
、
良
好
な
景
観
と

な
っ
て
い
る
。

　

久
美
浜
湾
は
穏
や
か
な
内
湾
で
あ
る
こ
と
か
ら
海
面
に
近
く
に
宅
地
が
あ
り
、
街

な
み
一
帯
は
海
と
陸
地
が
連
な
る
印
象
的
な
光
景
で
あ
る
。
ま
た
、
久
美
谷
川
と
栃

谷
川
が
街
な
み
に
注
ぎ
込
み
、
海
と
河
川
が
交
わ
る
河
口
部
の
景
観
を
有
す
る
こ
と

も
特
徴
で
あ
る
。

　

歴
史
的
に
は
、
但
馬
へ
向
か
う
豊
岡
街
道
、
丹
後
峰
山
・
宮
津
に
向
か
う
久
美
浜
街

道
、
丹
後
網
野
へ
向
か
う
網
野
街
道
な
ど
が
結
節
す
る
交
通
の
要
衝
地
で
あ
り
、
か

つ
日
本
海
に
お
け
る
航
海
上
の
港
湾
村
と
し
て
の
集
住
地
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
の

伊
勢
講
御
師
の
手
控
で
あ
る
『
丹
後
国
御
檀
家
帳
』
（
写
本
）
に
は
、
「
久
美
の
は
ま

　

家
五
百
軒
斗ば

か
り」

「
く
み
の
ど
い
は
ま
家
六
拾
軒
斗ば

か
り」

「
く
み
の
ほ
ん
く
わ
ん
寺　

家

卅
軒
門
前
共
に
本
願
寺
」
な
ど
の
記
載
が
見
え
、
中
世
末
期
頃
に
は
六
〇
〇
軒
近
く

の
家
々
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

現
在
の
街
区
の
成
立
は
、
一
六
世
紀
末
、
街
な
み
西
端
の
古
城
山
頂
部
へ
の
松
倉

東本町付近の街なみ
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城
の
築
城
を
契
機
と
す
る
。
具
体
的
な
記
録
は
残
ら
な
い
も
の
の
、
城
山
の
正
面
に

向
か
っ
て
東
西
方
向
に
平
行
す
る
二
本
の
通
り
は
城
館
の
築
城
時
に
計
画
さ
れ
、
通

り
に
沿
っ
て
間
口
が
狭
く
奥
行
が
長
い
短
冊
形
の
区
画
が
形
成
さ
れ
始
め
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
地
割
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
丹
後
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
久
美
浜
代
官
の
陣

屋
の
設
置
に
よ
っ
て
さ
ら
に
整
え
ら
れ
た
。
享
保
年
間
の
様
子
と
記
す
絵
図
「
丹
後

久
美
浜
図
絵
」
に
は
、
現
在
の
位
置
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
寺
社
や
陣
屋
、
通
り
や
街
な

み
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
概
ね
現
在
に
近
い
景
観
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。

　

さ
ら
に
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
、
約
四
年
間
ほ
ど
で
あ
る
が
、
明
治
政
府

に
よ
っ
て
久
美
浜
代
官
所
跡
地
に
久
美
浜
県
庁
が
置
か
れ
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
は
新
た
な
県
庁
舎
も
完
成
し
て
、
近
畿
北
部
の
行
政
拠
点
と
し
て
諸
施
設
が
整
え

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
近
代
初
期
の
景
観
は
、
代
官
所
跡
地
の
久
美
浜
小
学
校
に
昭
和
六
〇
年

（
一
九
八
五
）
現
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
新
た
な
官
庁
域
や
住
宅
街
が
広
が
り
、
久
美
浜

湾
に
向
か
っ
て
新
し
い
公
園
整
備
が
行
わ
れ
て
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
な
地

割
は
ほ
ぼ
改
変
を
受
け
て
お
ら
ず
、
海
岸
か
ら
兜
山
や
小
天
橋
な
ど
の
景
勝
地
を
望

む
周
辺
景
観
も
、
か
つ
て
と
変
わ
ら
な
い
状
況
で
保
全
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
現
在
の
街
な
み
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
金
融
業
、

製
造
販
売
業
、
手
工
業
兼
小
売
業
な
ど
を
生
業
と
し
て
い
た
商
家
が
複
数
残
さ
れ
て

い
る
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
土
居
町
・
仲
町
に
は
、
造
り
酒
屋
や
医
院
、
銀

行
な
ど
広
い
敷
地
を
持
つ
屋
敷
が
多
く
、
他
町
で
は
鍛
冶
・
呉
服
・
縮
緬
・
家
具
屋

や
旅
館
な
ど
の
商
家
が
並
び
、
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
現
在
地
域
観
光
の
中
核
施
設

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
稲
葉
本
家
（
「
稲
葉
家
住
宅
」
国
登
録
文
化
財
）
は
、
近
世

後
期
か
ら
近
代
に
掛
屋
と
し
て
繁
盛
し
た
北
近
畿
有
数
の
豪
商
で
、
歴
代
の
当
主
は

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
地
域
を
牽
引
し
た
名
望
家
で
あ
っ
た
。
同
家
住
宅
の

主
屋
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
落
成
し
て
お
り
、
但
馬
・
久
美
浜
地
域
に

お
け
る
伝
統
的
な
空
間
構
成
を
基
本
と
し
つ
つ
、
同
家
の
経
済
力
を
背
景
に
洋
風
建

築
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
今
日
に
お
け
る
街
な
み
の
全
体
的
な
外
観
は
、
当
地
を
襲
っ
た
二
度
の
大
地

震
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
但
馬
地
震
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
北
丹

後
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
後
に
復
興
さ
れ
た
時
期
の
様
式
が
基
本
と
な

っ
て
い
る
。

久美浜湾へ流れ出る栃谷川河口の様子
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木
造
二
階
建
瓦
葺
の
和
風
民
家
が
短
辺
側
を
正
面
と
し
て
軒
を
連
ね
て
い
る
が
、

構
造
上
は
多
く
が
内
部
に
吹
き
抜
け
の
空
間
で
あ
る
ナ
カ
ノ
マ
と
土
間
を
有
し
て
お

り
、
再
建
に
際
し
て
生
業
と
と
も
に
伝
統
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て

そ
れ
を
契
機
に
架
橋
さ
れ
た
石
造
橋
梁
や
、
住
人
の
交
通
手
段
で
あ
っ
た
木
造
和
船

を
収
納
す
る
舟
屋
な
ど
、
当
地
の
風
土
に
根
ざ
し
た
特
有
の
建
造
物
も
残
さ
れ
て
い

て
、
景
観
上
の
特
徴
的
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
街
な
み
景
観
は
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
自
主
的
な
取
り
組
み
や
、

京
丹
後
市
の
認
定
す
る
景
観
形
成
条
例
に
基
づ
い
た
事
業
等
に
よ
っ
て
、
保
全
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
の
景
観
保
全
に
は
、
地
元
団
体
の
継
続
的
な
努
力
と
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
が
、
平
成
二
三
年
に
新
た
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
立
ち
上
が
る
な
ど
地
域
住
民

の
活
動
は
積
極
的
で
あ
り
着
実
で
あ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
今
後
一
層
広
域
的
な
景
観

木造和船の舟屋

久美浜湾と兜山
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資
源
の
活
用
を
希
望
し
て
お
り
景
観
保
全
へ
の
意
識
は
高
い
。

　

平
成
二
三
年
一
月
に
は
京
都
府
景
観
資
産
に
登
録
さ
れ
、
賑
わ
い
創
出
活
動
な
ど

も
積
極
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
丹
後
市
久
美
浜
湾
沿
岸
の
商
家
群
と
街
な
み
景
観
は
、
中
世
後

期
頃
ま
で
の
半
農
半
漁
を
基
本
と
す
る
港
湾
村
の
時
代
を
経
て
、
中
世
末
期
の
城
館

築
城
お
よ
び
近
世
中
期
の
陣
屋
の
設
置
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
割
が
今
日
ま
で
残

り
、
ま
た
大
正
・
昭
和
の
大
地
震
で
倒
壊
を
免
れ
た
商
家
を
含
む
震
災
を
経
て
復
興

さ
れ
た
昭
和
初
期
の
街
な
み
が
、
周
囲
の
良
好
な
景
勝
地
と
も
に
保
全
さ
れ
て
き
て

い
る
貴
重
な
文
化
的
景
観
で
あ
る
。

（
吹
田
直
子
）

　

参
考
文
献

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
編
『
久
美
庄
か
ら
久
美
浜
へ
－
中
世
の
久
美
浜
―
』
京
丹
後
市
古
代

の
里
資
料
館
特
別
展
示
図
録　

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）　

大
場
修
『
京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
町
家
と
町
並
』
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）

　

選
定
理
由

１
(2)　

商
工
業
に
係
る
景
観
地

　

(3)　

集
落
に
係
る
景
観
地

　

(6)　

歴
史
的
事
跡
に
係
る
景
観
地

２　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
が
複
合
し
た
景
観
地
の
う
ち
府
民
の
基
盤
的
な
生
活
又
は
生

　

業
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典
型
的
な
も
の
又
は
独
特
の
も
の

江戸時代中～後期の久美浜（丹後久美浜図絵　舞鶴市郷土資料館蔵）
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京都府指定・登録文化財・文化財環境保全地区・選定保存技術及び文化的景観件数一覧
その1〈指定、決定、選定、(認定)〉

(平成24年４月１日)

(認定1)

△2 △6 △1 △1 △2 △1 △1 △2 △6 △6

△2 △3 △1 △1 △3 △3

△1 △3 △1 △1 △2 △1 △1 △1 △1 △5 △5

△1 △2 △1 △1 △2 △2

△1 △15 △1 △1 △2 △3 △3

△1 △1 △1 △1

(認定2)

△1 △6 △1 △1

(認定1)

△1 △1 △1 △1 △3 △3

(認定2)

△1 △1 △1 △2 △3

(認定4) (認定1)

△1 △3 △3 △1 △4

△1 △4 △1 △1

(認定2)

△1 △1 △1 △2 △2

(認定2)

△1 △1 △1

(認定2)

△1 △1 △1 △1 △2

(認定2)

(認定1)

△1 △1 △1 △1 △2 △3 △1 △4

△1 △1 △1 △1

△1 △1 △2 △2 △2

(認定1)

(認定2)

△1 △1 △1 △1

(認定3)

△1 △1 △1

(認定4)

(認定22) (認定8) (認定30)

△10 △41 △2 △3 △2 △2 △5 △1 △1 △16 △7 △1 △1 △2 △3 △2 △1 △1 △4 △41 △5 △46

(注)　（１）建造物の棟(基)数は、件数に含めない。
　　　 （２）△印は、重要文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （３）▲印は、重要文化財、府指定文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （４）無形文化財及び選定保存技術欄の保持（保存）団体の認定数（ ）は、件数に含めない。

計

無形民俗文化財 記　念　物
総

合

計
年
度

種
別

民

俗

芸

能

小

計

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

元

区
分

建造物
小

計

選

定

保

存

技

術

選

定

文

化

的

景

観

選

定

件

数

棟

基

数

絵

画

彫

刻

工

芸

品

書

籍

典

籍

古

文

書

考

古

資

料

合

計

文

化

財

環

境

保

全

地

区

決

定

無

形

文

化

財

有

形

民

俗

文

化

財

小

計

美　　術　　工　　芸　　品

有　　　形　　　文　　　化　　　財

風

俗

習

慣

歴

史

資

料
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京都府指定・登録文化財・文化財環境保全地区・選定保存技術及び文化的景観件数一覧
その2〈登録、合計〉

(平成24年４月１日)

▲2 ▲7 ▲2 ▲2 ▲4 ▲4

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲1 ▲1 ▲1 ▲1

▲4 ▲9 ▲2 ▲2 ▲1 ▲1 ▲7 ▲7

(認定22) (認定8) (認定30)

△10 △41 △2 △3 △2 △2 △5 △1 △1 △16 △7 △1 △1 △2 △3 △2 △1 △1 △4 △41 △5 △46
▲4 ▲9 ▲2 ▲2 ▲1 ▲1 ▲7 ▲7

区
分

種
別

有　　　形　　　文　　　化　　　財

書

籍

典

籍

古

文

書

考

古

資

料

歴

史

資

料

建造物 美　　術　　工　　芸　　品
件

数

棟

基

数

絵

画

彫

刻

工

芸

品

無

形

文

化

財

有

形

民

俗

文

化

財

小

計

風

俗

習

慣

民

俗

芸

能

小

計

史

跡

名

勝

選

定

保

存

技

術

選

定

文

化

的

景

観

選

定

総

合

計

無形民俗文化財 記　念　物
合

計

文

化

財

環

境

保

全

地

区

決

定

天

然

記

念

物

小

計
年
度

元

合計

(注)　（１）建造物の棟(基)数は、件数に含めない。
　　　 （２）△印は、重要文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （３）▲印は、重要文化財、府指定文化財等に指定又は文化財の焼失等により、京都府の指定が解除となった件数（棟数）で内数である。
　　　 （４）無形文化財及び選定保存技術欄の保持（保存）団体の認定数（ ）は、件数に含めない。

計

登
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
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